事變下に於ける中小商業 by 鍋島 達
事
愛
下
に
於
げ
る
中
小
面
業
鍋
島
達
支
那
事
費
の
進
展
踊
大
に
伴
刊
明
、
我
園
経
棒
界
の
各
部
商
に
亘
る
そ
の
影
響
は
勘
か
ら
ぬ
も
の
が
あ
る
。
特
に
中
小
商
業
者
階
級
の
我
闘
世
舎
上
経
時
上
占
む
る
地
位
の
重
要
性
に
鑑
る
な
ら
ば
、
事
費
の
進
展
が
中
小
商
業
に
及
ぼ
せ
る
影
響
の
考
察
は
重
大
で
あ
り
、
こ
れ
が
慎
重
な
る
劃
策
を
講
じ
進
ん
で
そ
の
振
興
宝
計
る
こ
と
は
、
漢
の
園
力
増
進
、
長
期
戟
の
途
行
の
た
め
に
は
最
も
必
要
で
あ
る
。
然
る
に
我
悶
に
於
け
る
中
小
商
業
者
問
題
は
、
近
年
に
於
け
る
経
曹
界
の
推
移
に
作
ひ
事
費
勃
種
以
前
か
ら
一
既
に
経
皆
上
の
重
要
問
題
の
一
と
し
て
盛
に
論
議
せ
ら
れ
、
諸
種
の
封
策
が
講
ぜ
ら
れ
て
来
た
。
従
ハ
/
て
中
小
商
業
に
艶
す
る
事
様
化
闘
係
の
考
察
も
、
自
ら
一
従
来
の
経
緯
と
の
閥
聯
に
於
て
な
さ
れ
ね
ば
な
ら
ぬ
。
最
近
に
於
け
る
中
小
商
業
問
題
最
近
に
於
け
る
中
小
商
業
問
題
の
重
要
性
を
知
る
た
め
に
は
、
先
づ
一
般
に
商
業
部
門
が
我
闘
終
搾
上
に
於
て
占
む
る
地
位
を
確
認
し
、
そ
の
動
向
を
察
知
し
た
け
れ
ば
な
ら
ぬ
。
こ
れ
に
つ
い
て
は
夙
に
諸
家
の
研
究
が
あ
る
が
、
特
に
中
西
教
授
の
卓
越
し
た
論
誼
が
あ
る
(
誌
)
。
こ
れ
に
司
よ
れ
ば
、
我
闘
に
J
於
て
商
業
部
門
に
闘
局
す
る
者
は
、
会
闘
有
業
者
組
数
の
一
七
%
、
杢
園
市
部
の
有
業
者
に
付
て
は
そ
の
事
努
下
に
於
け
る
中
小
商
業
事
融
皮
下
に
於
け
る
中
小
商
業
四
組
教
の
三
五
%
に
達
し
、
ま
た
牧
盆
源
泉
に
つ
い
て
そ
の
重
要
性
を
見
る
な
ら
ば
、
我
園
の
商
業
者
の
所
得
額
は
圏
民
所
得
綿
額
の
二
五
・
四
ゲ
畑
、
う
ち
物
品
販
貸
業
の
み
の
そ
れ
は
園
民
所
得
綿
額
の
一
七
・
四
必
を
占
め
る
(
以
よ
何
れ
も
昭
和
五
年
現
在
)
。
こ
れ
に
よ
っ
て
如
何
に
商
業
者
の
比
重
の
大
た
る
か
を
知
り
得
る
。
し
か
の
み
た
ら
や
我
閣
に
於
け
る
特
殊
性
は
、
そ
の
商
業
の
地
位
が
農
業
及
び
工
業
と
の
関
聯
に
於
て
欧
米
諸
闘
に
比
し
て
特
殊
的
に
大
な
る
黙
に
あ
る
。
加
ふ
る
に
商
業
特
に
小
資
業
の
小
規
模
性
に
基
き
、
商
業
部
門
は
他
の
産
業
部
門
の
排
除
人
口
の
避
難
所
、
増
加
人
口
の
吸
牧
場
面
、
た
る
の
役
割
を
呆
し
の
J
i
h
あ
り
、
一
拡
舎
上
経
梼
上
に
於
け
る
商
業
の
地
位
は
径
3
重
要
性
を
加
へ
る
と
共
に
、
特
に
中
小
商
業
の
特
殊
性
に
基
き
、
こ
L
に
於
け
る
人
口
の
過
剰
、
業
者
の
無
統
制
移
多
牲
を
招
来
し
、
中
小
商
業
窮
迫
の
根
本
的
原
因
を
形
成
し
て
ゐ
る
。
(
註
)
中
西
寅
雄
「
職
業
別
・
産
業
別
人
口
よ
り
観
た
る
我
園
商
業
の
地
位
|
|
小
蓑
業
彩
多
性
に
闘
す
る
一
考
察
l
l」
(
経
済
事
論
集
穴
巻
十
狭
)
し
か
る
に
中
小
商
業
の
近
年
に
於
け
る
窮
乏
の
原
因
は
箪
に
こ
れ
に
止
ま
ら
や
ノ
、
経
演
の
護
展
に
伴
ふ
配
給
機
構
の
饗
革
、
特
に
大
規
模
大
経
営
の
小
貰
形
態
(
百
貨
底
、
連
鎖
応
、
産
業
組
合
、
公
私
小
買
市
場
等
)
の
出
現
に
よ
る
塵
迫
‘
及
び
中
小
商
業
の
非
合
理
的
経
替
方
法
、
並
び
に
金
融
機
関
の
訣
如
乃
至
金
融
の
硬
塞
等
は
、
そ
の
最
も
主
要
な
る
原
因
と
し
て
拳
げ
ら
れ
る
。
か
く
の
如
き
根
本
原
因
に
基
き
、
中
小
商
業
は
相
互
の
無
謀
た
る
競
争
に
よ
っ
て
盆
t
窮
迫
の
度
を
加
へ
つ
L
あ
っ
た
。
し
か
し
乍
ら
こ
れ
を
以
て
直
ち
に
中
小
商
業
そ
の
も
の
の
排
除
を
結
論
す
る
こ
と
は
誤
り
で
あ
る
。
こ
れ
を
特
に
小
買
業
に
つ
い
て
去
ふ
な
ら
ば
、
こ
の
場
面
に
於
け
る
大
規
模
大
組
織
の
配
給
機
関
の
出
現
に
も
拘
ら
や
ヘ
小
責
配
給
に
於
け
る
販
責
商
品
の
特
性
、
及
び
販
費
方
法
の
特
質
に
よ
り
、
こ
L
に
於
け
る
小
規
模
経
営
の
存
在
の
経
構
的
意
義
は
充
分
に
存
し
、
近
い
将
来
に
於
て
そ
れ
が
大
規
模
大
組
識
の
経
慢
に
上
っ
て
代
ら
れ
る
が
如
き
こ
と
は
到
底
考
へ
ら
れ
な
い
。
蓋
し
配
給
機
関
の
各
種
形
態
ャ
各
種
組
識
は
夫
々
長
も
遁
賞
し
た
配
給
機
能
乞
有
し
、
そ
の
肱
賓
向
同
聞
に
於
て
、
阪
'
寅
方
法
に
於
て
い
は
H
A
分
業
的
に
よ
人
々
の
分
捨
領
域
を
も
つ
も
の
で
あ
り
，
各
種
配
給
機
関
が
と
の
線
に
滑
ク
て
そ
の
配
給
機
能
乞
途
行
す
る
場
合
に
、
最
も
合
理
的
に
そ
の
機
能
が
蛮
揮
せ
ら
れ
る
か
ら
で
あ
る
。
例
へ
ば
被
間
叫
‘
洋
口
問
、
自
然
兵
佐
一
寸
心
買
担
品
は
百
貨
庖
に
よ
り
、
標
準
化
さ
れ
た
日
用
品
及
び
保
存
食
料
品
は
連
鎖
底
に
よ
り
、
生
鮮
食
料
品
は
生
鮮
尖
料
品
小
寅
市
場
に
よ
り
、
日
用
便
ヰ
品
及
保
存
食
料
品
は
普
通
小
資
底
に
よ
り
、
高
級
専
門
口
問
は
高
級
専
門
屈
に
工
っ
て
最
も
合
理
的
に
配
給
ぜ
ら
れ
る
(
註
)
。
従
っ
て
大
規
模
大
組
織
の
配
給
形
態
の
出
現
、
そ
の
進
展
に
も
一
定
の
限
界
が
存
し
、
す
ペ
℃
の
配
給
機
能
が
こ
れ
に
ま
ハ
J
て
遂
行
さ
れ
る
も
の
で
は
な
い
。
中
小
紋
替
規
模
の
配
給
機
関
は
潤
自
の
配
給
機
能
を
議
揮
す
る
場
合
に
は
、
よ
く
大
規
模
配
給
機
関
と
並
ん
で
存
捜
す
べ
き
可
能
性
を
有
す
る
。
勿
論
現
献
に
於
℃
は
大
規
模
粧
替
形
態
の
不
蛍
な
る
進
出
、
部
ち
こ
の
機
能
的
分
業
の
分
野
外
へ
の
逸
脱
、
或
は
各
種
配
給
形
態
め
こ
の
分
業
化
へ
の
再
編
成
の
未
完
成
等
、
諸
穫
の
摩
擦
が
存
し
、
こ
れ
が
中
小
商
業
の
相
旭
の
原
因
と
な
っ
て
ゐ
る
が
、
之
に
野
し
℃
は
別
に
封
策
が
講
ぜ
ら
る
べ
き
で
あ
る
。
要
す
る
に
中
小
商
業
は
大
規
模
商
業
の
出
現
に
拘
ら
や
、
こ
れ
と
並
ん
で
そ
の
合
理
的
に
配
給
機
能
を
途
行
し
得
る
洋
々
た
る
配
給
分
野
を
有
し
、
決
し
て
そ
れ
が
る
一
面
的
に
消
滅
す
る
も
の
で
は
な
い
(
註
)
。
(
詫
)
こ
れ
に
関
す
る
具
燈
的
研
究
は
中
西
寅
雄
編
「
百
貨
庖
法
に
闘
す
る
研
究
」
第
二
章
(
昭
和
十
三
年
二
月
)
を
参
照
さ
れ
皮
ぃ
。
こ
L
に
於
℃
中
小
商
業
の
振
興
更
生
の
根
本
方
策
は
、
決
し
て
単
な
る
救
時
た
る
も
の
で
な
く
、
か
L
る
配
給
機
関
の
機
能
的
分
業
化
の
基
線
に
沼
ふ
そ
の
合
哩
的
組
織
化
で
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
。
近
年
政
府
、
自
治
圏
煙
、
各
種
経
構
図
憧
が
、
中
小
商
業
の
園
民
経
揖
生
活
上
、
一
位
舎
上
に
於
け
る
重
要
性
に
鑑
み
、
そ
白
更
生
振
興
を
計
る
に
際
し
て
も
漸
く
こ
の
方
自
に
向
び
O
L
あ
る
こ
と
は
、
大
盤
に
於
て
事
援
下
に
於
灯
る
中
小
商
業
五
事
餐
下
に
於
け
る
中
小
商
業
一
一
六
認
め
ら
れ
る
所
で
あ
る
。
郎
ち
近
年
に
於
け
る
中
小
商
業
政
策
を
通
観
す
る
な
ら
ば
、
一
方
に
於
て
中
小
商
業
者
の
無
規
律
無
統
制
に
遁
正
な
る
規
律
統
制
を
加
へ
以
て
そ
の
合
理
的
組
織
化
を
園
る
と
共
に
、
他
面
そ
の
窮
迫
の
外
部
的
原
因
l
l
大
規
模
配
給
機
闘
の
出
現
、
金
融
機
関
の
扶
如
等
i
lの
綾
和
乃
至
文
除
に
努
め
以
て
園
民
経
掛
金
僅
の
調
和
的
強
展
を
園
る
に
あ
っ
た
。
昭
和
七
年
十
月
一
日
よ
り
施
行
せ
ら
れ
た
商
業
組
合
法
は
、
か
く
の
如
き
中
小
商
業
の
合
理
的
組
織
化
の
礎
石
と
し
て
制
定
せ
ら
れ
た
に
他
な
ら
な
い
。
前
越
の
如
く
中
小
経
営
の
配
給
形
態
は
調
自
の
配
給
機
能
を
有
す
る
が
、
そ
の
弱
小
性
の
故
に
、
こ
れ
を
彩
多
鋭
立
の
ま
L
に
放
任
す
る
な
ら
ば
、
責
崩
し
濫
責
の
結
果
共
倒
れ
と
な
り
、
そ
の
配
給
機
能
を
護
揮
し
得
ぬ
に
至
る
。
加
之
経
樺
の
瑳
展
は
一
方
に
於
て
配
給
形
態
の
大
規
模
化
の
現
象
と
、
他
方
に
於
て
主
と
し
て
商
業
の
前
段
的
過
程
を
占
む
る
生
産
部
門
の
組
織
化
、
集
中
牝
の
現
象
を
生
じ
た
。
か
L
る
大
勢
の
中
に
あ
る
中
小
商
業
を
し
て
、
そ
の
本
来
の
使
命
を
果
さ
し
め
る
が
た
め
に
は
、
こ
れ
を
合
理
的
に
組
織
化
せ
ね
ば
な
ら
ぬ
。
而
も
劃
一
的
中
央
集
権
的
に
で
は
な
く
、
自
主
的
分
権
的
に
。
こ
与
に
商
業
組
合
の
組
織
形
態
と
し
て
の
特
質
が
存
す
る
。
印
ち
商
業
組
合
は
そ
の
構
成
分
子
た
る
組
合
員
の
猫
立
牲
を
認
め
つ
つ
、
こ
れ
を
「
打
っ
て
一
丸
」
と
し
た
金
健
に
ま
で
統
一
す
る
形
態
で
あ
る
。
而
も
商
業
組
合
が
同
業
組
合
共
の
他
の
中
小
商
業
者
の
組
合
と
異
る
賄
は
、
商
業
組
合
は
皐
な
る
営
業
統
制
を
行
ふ
機
闘
で
は
な
く
、
共
同
施
設
事
業
を
営
み
こ
の
基
礎
の
上
に
替
業
の
統
制
を
行
ひ
、
以
て
蛍
該
商
業
部
門
会
瞳
の
利
益
増
進
及
び
そ
の
合
理
的
組
織
化
を
計
る
組
合
た
る
耕
に
存
ず
る
。
こ
の
意
味
に
於
て
商
業
組
合
に
於
け
る
共
同
事
業
は
そ
の
金
事
業
の
基
礎
を
な
し
、
そ
の
比
百
業
統
制
の
事
業
は
そ
の
共
同
施
設
の
事
業
の
基
礎
の
上
に
、
そ
れ
に
照
醸
し
て
行
は
れ
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
。
元
来
中
小
商
業
に
於
け
る
経
替
の
不
合
理
性
の
原
因
は
、
そ
の
経
替
の
小
規
模
性
に
存
し
、
従
っ
て
大
規
模
経
営
の
有
す
る
合
理
性
を
有
ち
得
ぬ
こ
と
に
因
る
。
例
へ
ば
仕
入
の
値
段
、
方
法
、
仕
入
先
等
の
仕
入
活
動
の
方
面
に
於
て
、
ま
た
商
品
の
保
管
、
蓮
搬
、
宣
倖
慶
告
そ
の
他
顧
客
吸
引
施
設
に
於
一
」
、
販
寅
活
動
に
が
、
亡
、
小
規
模
且
つ
個
別
的
に
行
ム
故
に
生
や
る
不
合
理
は
、
そ
の
主
た
る
も
の
で
あ
る
。
か
L
る
不
合
理
牲
を
協
同
国
紺
の
組
織
に
よ
り
て
排
除
し
、
こ
れ
に
よ
っ
て
大
規
模
組
織
商
業
の
も
の
/
経
営
の
合
理
性
を
得
ん
と
す
る
と
こ
ろ
に
商
業
組
合
の
共
同
事
業
の
意
義
が
あ
る
。
業
種
的
商
業
組
合
に
於
て
は
特
に
仕
入
活
動
に
於
け
る
共
同
施
設
が
組
合
員
の
経
瞥
合
理
化
の
基
本
と
友
る
。
商
業
組
合
は
そ
の
J
構
成
要
素
た
る
各
応
舗
の
濁
立
性
と
創
意
を
充
分
生
か
し
之
に
よ
っ
て
小
規
模
経
営
商
業
の
特
質
を
保
ち
つ
L
、
他
方
に
於
て
協
同
国
結
の
組
織
に
よ
っ
て
小
規
模
粧
品
百
に
伴
ふ
経
営
の
不
合
理
を
矯
め
大
規
模
組
織
商
業
の
利
益
を
獲
ん
と
す
る
も
の
で
あ
る
と
一
再
び
得
る
。
商
業
組
合
心
行
ふ
営
業
統
制
事
業
は
か
L
る
共
同
事
業
の
基
礎
の
上
に
、
こ
れ
と
関
聯
し
て
行
は
れ
ね
ば
な
ら
ぬ
。
(
こ
の
意
味
に
於
℃
統
制
事
業
の
み
在
行
ふ
後
述
の
所
謂
統
制
商
業
組
ム
μ
は
商
業
組
合
の
一
の
費
種
で
あ
る
と
去
は
な
け
れ
ぽ
な
ら
ぬ
)
。
然
る
に
商
業
組
合
の
共
同
事
業
、
従
っ
て
叉
統
制
事
業
は
商
業
組
合
の
種
類
に
よ
っ
て
具
る
。
邸
ち
商
業
組
合
に
は
業
種
的
商
業
組
合
と
、
地
域
的
商
業
組
合
と
が
直
別
さ
れ
ね
ば
な
ら
ぬ
。
前
者
は
同
種
業
種
者
を
以
て
組
織
す
る
も
の
で
あ
り
、
後
者
は
一
定
地
域
、
典
型
的
に
は
商
活
街
に
於
け
る
多
数
業
者
を
以
て
組
織
す
る
も
の
で
あ
る
。
業
種
的
商
業
組
合
は
多
数
の
同
種
業
者
の
協
同
に
よ
り
仕
入
、
保
管
、
運
搬
、
金
融
等
に
闘
す
る
共
同
事
業
と
、
仕
入
及
び
販
古
賀
に
嗣
す
る
替
業
統
制
と
を
行
ふ
。
終
目
J
て
そ
の
共
同
事
業
は
比
較
的
標
準
化
さ
れ
た
取
扱
商
品
の
共
同
仕
入
を
中
心
と
し
、
金
融
事
業
も
共
同
仕
入
を
基
礎
と
し
、
管
業
統
制
も
亦
仕
入
方
法
、
仕
入
債
格
、
仕
入
先
等
仕
入
に
関
す
る
統
制
と
、
販
責
商
品
、
版
貰
方
法
、
販
占
由
良
債
裕
、
販
直
員
先
、
包
装
等
販
買
に
闘
す
る
統
制
と
で
あ
る
。
従
っ
て
業
種
的
商
業
組
合
の
事
業
は
、
こ
れ
に
よ
っ
て
直
接
的
に
費
用
の
節
約
、
利
益
の
増
進
を
園
り
、
以
て
大
組
織
配
給
形
態
の
利
盆
を
享
受
ぜ
ん
と
す
る
に
他
た
ら
ぬ
。
こ
れ
に
瓦
し
商
居
街
商
業
組
合
に
於
け
る
共
同
事
業
は
共
同
撒
水
、
得
門
標
識
の
設
置
、
舗
装
、
聯
合
装
飾
、
共
同
日
覆
、
共
同
照
明
、
聯
合
賓
出
、
共
同
配
建
等
、
顧
客
吸
引
施
設
を
中
心
と
し
、
そ
の
統
制
事
業
も
亦
一
比
札
販
費
、
営
業
時
間
の
統
制
、
事
務
下
に
於
け
る
中
小
商
業
一
一
七
事
幾
下
に
於
け
る
中
小
商
業
A 
底
舗
種
類
及
分
布
、
外
形
的
様
式
、
構
造
、
設
備
の
統
制
等
、
顧
客
吸
引
の
た
め
の
統
制
で
あ
る
(
註
)
。
従
う
℃
商
庖
得
商
業
組
合
ゆ
事
業
は
、
統
一
醐
慨
を
有
す
る
買
物
地
匿
の
形
成
に
よ
っ
℃
顧
客
吸
引
を
圃
り
、
以
℃
組
合
員
の
晶
画
業
成
績
を
助
成
す
る
に
あ
り
、
業
種
的
商
業
組
合
の
事
業
目
的
は
そ
の
直
接
的
に
企
闘
す
る
所
で
は
な
い
。
斯
く
の
如
く
雨
種
の
商
業
組
合
は
、
そ
の
目
的
、
事
業
内
容
‘
構
成
嬰
素
に
於
て
全
く
異
質
的
な
組
織
で
あ
る
。
(
詮
)
中
西
寅
雄
、
商
業
組
合
の
史
的
意
義
(
商
業
組
合
一
一
一
念
九
波
〉
然
る
に
商
業
組
合
法
制
定
に
営
っ
て
立
法
者
は
業
種
的
商
業
組
合
を
原
則
と
し
、
商
庖
街
商
業
組
合
を
↓
括
的
に
そ
の
下
に
規
定
せ
ん
と
す
る
。
し
か
し
乍
ら
爾
種
の
商
業
組
ム
ロ
の
異
質
性
に
鑑
み
、
之
を
中
大
A
車
輔
の
法
の
一
下
に
規
定
す
る
か
否
か
の
立
法
技
術
的
問
題
は
扱
措
き
、
少
く
と
も
爾
者
に
付
各
別
の
規
定
乞
以
て
臨
む
建
前
を
以
て
す
る
法
の
改
正
を
必
要
と
す
る
で
あ
ら
う
。
現
行
商
業
組
合
法
に
よ
れ
ば
、
商
業
組
合
へ
の
加
入
脆
退
は
任
意
で
あ
る
。
か
L
る
立
法
心
理
由
は
恐
ら
く
、
商
業
組
合
は
管
業
統
制
の
み
た
ら
や
ノ
共
同
施
設
の
事
業
を
も
行
び
、
こ
れ
が
た
め
の
出
資
及
び
担
径
の
負
捨
を
組
合
員
に
賦
課
す
る
が
故
に
、
組
合
へ
の
強
制
加
入
を
不
可
と
す
る
、
と
い
ふ
に
あ
る
も
の
の
如
〈
で
あ
る
。
然
る
に
現
賓
の
問
題
と
し
て
.
未
加
入
者
の
存
在
に
よ
る
営
業
統
制
の
無
力
、
開
法
第
九
傑
統
制
命
令
の
事
賞
上
の
不
鷺
動
は
、
中
小
商
業
の
合
理
的
組
織
化
の
手
段
と
し
て
の
商
業
組
合
の
債
値
を
減
殺
す
る
こ
と
甚
だ
し
く
、
任
意
加
入
の
問
題
は
従
来
盛
に
論
議
さ
れ
て
ゐ
た
。
こ
L
に
於
て
商
工
省
は
今
議
舎
に
提
案
せ
る
商
業
組
合
法
改
正
法
律
案
に
於
て
、
畿
業
統
制
の
み
を
行
ふ
無
出
資
の
商
業
組
合
l
i所
謂
統
制
商
業
組
合
ー
ー
ー
を
認
め
ハ
第
十
七
傑
ノ
ニ
)
、
そ
の
組
合
員
数
が
地
匝
内
有
資
格
者
綿
教
の
三
分
の
二
以
上
な
る
場
合
に
し
℃
、
賞
該
商
業
の
統
制
を
圃
る
鴬
特
に
必
要
あ
り
と
認
む
る
と
き
は
も
行
政
官
牒
は
地
区
内
有
資
格
者
に
封
し
そ
の
組
合
に
加
入
す
べ
き
こ
と
を
命
じ
得
る
こ
と
L
し
(
第
十
七
僚
ノ
コ
一
)
、
こ
れ
に
よ
っ
て
統
制
商
業
組
合
に
於
け
る
強
制
加
入
の
制
度
没
設
く
る
と
共
に
、
蛍
該
商
議
の
統
制
を
聞
り
閤
民
経
時
間
の
健
全
な
る
登
謹
を
期
す
る
翁
特
に
必
要
あ
り
と
認
む
る
と
き
は
、
行
政
官
臨
は
地
直
及
組
合
員
た
る
資
格
を
定
め
共
の
地
直
門
有
資
格
者
に
封
し
、
無
出
資
に
し
て
管
業
統
制
の
み
を
行
ふ
商
業
組
合
の
設
立
を
命
じ
得
る
こ
と
〉
し
(
第
二
十
七
傑
ノ
二
乃
至
第
二
十
七
僚
ノ
八
可
以
て
統
制
商
業
組
合
の
強
制
設
立
の
制
度
の
樹
立
を
期
し
て
ゐ
る
。
一
冗
来
商
業
組
合
は
商
業
部
門
会
瞳
の
合
理
的
組
繊
化
に
よ
る
そ
の
全
盤
的
利
盆
増
進
を
目
的
と
し
て
形
成
せ
ら
れ
た
統
制
経
時
的
組
織
形
態
で
あ
り
、
そ
の
共
同
施
設
及
営
業
統
制
の
事
業
は
こ
れ
が
た
め
の
施
設
に
弛
な
ら
な
い
。
従
っ
て
そ
の
営
業
統
制
事
業
は
そ
の
共
同
施
設
事
業
と
同
様
に
、
「
直
接
又
は
間
接
に
組
合
員
金
融
胞
の
利
益
増
進
を
目
的
と
す
る
積
極
性
を
も
ち
L
.
南
者
は
本
質
的
に
直
別
さ
札
る
・
も
の
で
は
な
い
。
従
っ
て
中
小
商
業
部
門
金
煙
の
利
盆
増
進
の
こ
の
根
本
見
地
か
ら
、
理
想
的
に
は
商
業
組
合
一
般
に
。
い
て
強
制
加
入
の
制
度
と
す
べ
き
で
あ
る
。
か
λ
る
観
艇
か
ら
す
れ
ば
、
今
国
の
改
正
案
に
於
い
て
撫
出
資
の
統
制
商
業
組
合
在
認
め
、
そ
の
強
制
加
入
制
度
及
び
強
制
設
立
を
認
む
る
こ
と
は
未
だ
理
想
応
逮
せ
ぬ
も
の
で
あ
る
が
、
こ
の
方
向
へ
一
歩
を
進
め
た
も
の
と
し
て
意
義
を
も
づ
で
あ
ら
う
。
中
小
商
業
の
更
生
振
興
を
圃
る
が
た
め
に
は
、
勿
論
こ
の
商
業
組
合
を
樋
軸
と
し
、
そ
の
共
同
事
業
及
叫
営
業
統
制
を
通
じ
て
行
は
ね
ば
た
ら
ぬ
が
、
翫
に
そ
の
窮
迫
原
国
に
徴
す
る
も
明
か
な
る
如
く
、
℃
れ
と
並
ん
で
窮
迫
の
外
部
的
原
因
の
緩
和
乃
至
丈
除
に
努
め
ね
ば
な
ら
ぬ
。
中
小
商
業
金
融
改
善
の
諸
方
策
及
び
百
貨
庖
針
策
の
如
き
は
、
か
L
る
方
面
に
つ
い
て
策
手
せ
ら
れ
た
方
策
の
中
主
要
な
も
の
で
あ
る
。中
小
商
業
者
の
金
融
改
善
に
つ
い
て
は
従
来
種
々
の
方
策
が
講
ぜ
ら
れ
て
き
た
。
政
府
に
於
て
は
昭
和
二
年
白
金
融
恐
慌
に
艶
廃
し
て
中
小
商
業
者
臆
念
資
金
ペ
貸
出
唱
和
三
年
一
月
l
i昭
和
四
年
六
月
〉
玄
、
昭
和
五
年
の
金
解
禁
に
よ
る
財
界
不
況
に
封
~
属
し
て
信
用
組
事
費
下
に
於
け
る
中
小
商
業
九
事
い
師
法
下
に
於
け
る
中
小
商
業
一
O
合
経
由
中
小
商
工
農
業
者
に
艶
す
る
融
通
資
金
(
貸
山
間
五
年
一
一
一
月
l
七
年
五
月
U
を
設
置
し
た
が
、
六
年
後
半
期
に
於
け
る
物
債
の
激
落
、
業
者
の
疲
弊
に
鑑
み
.
商
工
業
者
に
劃
し
、
六
年
十
二
月
大
騒
省
預
金
部
資
金
三
千
高
屈
を
限
度
と
し
て
中
小
商
工
業
者
産
業
費
金
を
融
過
し
、
後
こ
れ
を
六
千
高
固
に
蹟
大
し
た
。
而
も
な
ほ
中
小
商
工
業
者
の
金
融
難
打
開
の
た
め
に
は
之
を
以
て
し
て
は
充
分
で
な
い
た
め
、
一
方
に
於
て
昭
和
七
年
八
月
中
小
商
工
業
資
金
融
通
損
失
補
償
制
度
を
設
け
、
更
に
今
回
之
を
普
及
損
充
す
る
と
共
に
、
他
方
共
後
の
経
樺
情
勢
の
費
化
に
鷹
じ
右
産
業
資
金
・
の
機
能
改
善
の
目
的
を
以
て
、
十
二
年
十
二
月
中
小
商
工
業
者
産
業
資
金
の
貸
出
を
一
鷹
打
切
り
、
新
に
中
小
商
工
業
振
興
資
金
を
設
置
し
た
(
十
二
年
十
月
)
。
こ
の
振
興
資
金
は
本
年
度
差
蛍
り
一
千
高
菌
を
限
度
と
し
て
預
金
部
資
金
を
興
銀
、
輸
銀
、
農
ヱ
銀
、
北
海
道
拓
銀
、
産
業
組
合
中
央
金
庫
、
商
工
組
合
中
央
金
庫
を
経
、
更
に
普
通
銀
行
、
商
工
、
輸
出
、
信
用
組
合
を
通
じ
て
中
小
商
工
業
者
に
貸
付
く
る
も
の
で
あ
る
2
6
0
(
註
)
士
山
茂
義
雄
、
中
小
商
工
業
振
興
委
金
に
就
い
て
(
商
業
組
合
中
央
曾
、
商
業
組
合
開
係
資
料
二
十
七
幹
)
参
照
。
一
更
に
叉
中
小
商
工
業
者
の
信
用
及
捨
保
カ
の
訣
乏
が
そ
の
金
融
離
の
根
本
原
因
な
る
黙
に
鑑
み
、
金
融
機
闘
が
中
小
商
工
業
者
に
資
金
を
融
通
し
之
に
よ
っ
て
損
失
を
蒙
づ
た
場
合
に
そ
の
一
部
を
府
照
市
が
補
償
し
、
以
て
金
融
機
関
の
中
小
商
工
業
者
に
聾
す
る
資
金
融
通
を
園
滑
た
ら
し
め
ん
と
し
、
昭
和
七
年
八
月
中
小
商
工
業
資
金
融
通
損
失
補
償
制
度
を
設
け
、
そ
の
賓
施
を
道
府
腕
及
六
大
都
市
に
勤
奨
し
た
。
而
て
補
償
の
限
度
は
貸
付
締
額
の
二
割
、
損
失
線
額
の
九
割
と
し
た
。
更
に
昭
和
九
年
の
火
風
水
害
冷
害
羊
害
等
の
被
害
に
封
庭
し
催
災
地
商
工
業
者
復
興
資
金
を
設
く
る
と
共
に
、
同
資
金
融
通
損
失
補
償
制
度
を
貫
施
し
、
圏
家
の
再
補
償
を
行
づ
た
。
政
府
は
こ
の
制
度
の
賞
績
に
徴
し
一
般
の
梢
償
制
度
に
劃
し
て
も
園
家
の
再
補
償
制
度
を
貫
施
し
て
府
懸
の
負
播
を
軽
減
し
、
金
融
機
関
に
劃
す
る
そ
の
綿
償
の
割
合
を
高
く
す
る
こ
と
が
、
中
小
商
工
業
者
に
艶
し
一
一
居
資
金
融
通
の
圏
滑
を
圃
る
所
以
で
あ
る
と
考
へ
、
第
七
十
議
舎
に
於
て
左
の
「
橡
算
外
聞
庫
ノ
負
擦
ト
ナ
ル
ペ
キ
契
約
ヲ
矯
ス
ヲ
要
ス
ル
件
」
の
提
案
を
な
し
、
そ
の
協
賛
を
得
た
結
果
市
昭
和
十
二
年
七
月
三
十
一
日
附
商
工
、
大
臓
、
内
務
三
次
官
の
通
牒
を
以
て
、
前
記
の
振
興
資
金
制
度
と
共
に
、
道
府
牒
(
又
は
よ
ハ
大
都
市
)
中
小
商
工
業
資
金
融
通
損
失
補
償
制
度
(
再
補
償
制
度
)
の
貫
施
を
見
た
(
註
)
。
即
ち
.
議
算
外
園
庫
ノ
負
捨
ト
ナ
ル
ベ
キ
契
約
ヲ
震
ス
ヲ
要
ス
ル
件
中
小
商
工
業
資
金
融
通
損
失
再
相
償
中
小
商
工
業
金
融
ノ
国
滑
ヲ
間
ル
魚
道
府
牒
及
六
大
都
市
ノ
指
定
ス
ル
金
融
機
関
ガ
中
小
商
工
業
者
叉
ハ
政
府
ノ
定
ム
ル
組
合
一
一
野
シ
昭
和
十
二
年
四
月
ヨ
リ
同
十
七
年
三
月
ニ
至
ル
期
間
ニ
於
テ
資
金
ヲ
融
通
シ
之
ニ
囚
ル
損
失
ハ
損
失
決
定
ノ
基
準
ハ
政
府
立
ヲ
定
ム
)
ヲ
愛
ケ
タ
ル
場
合
主
府
腕
叉
ハ
六
大
都
市
ガ
損
失
補
償
契
約
一
一
基
キ
設
金
融
機
関
ニ
劃
シ
補
償
ヲ
震
シ
タ
ル
ト
キ
ハ
政
府
ハ
貸
付
組
額
ノ
四
分
ノ
一
ヲ
限
度
ト
シ
綿
額
武
千
五
百
寓
国
(
一
箇
年
-
一
付
五
官
高
困
宛
〉
ヲ
限
リ
道
府
鯨
叉
ハ
六
大
都
市
-
一
艶
シ
共
ノ
組
額
メ
二
分
ノ
一
以
内
ノ
金
額
ヲ
柏
給
ス
ル
ノ
契
約
ヲ
結
プ
コ
ト
ヲ
得
。
(
話
)
鮫
島
E
歳
、
中
小
商
工
業
資
金
融
遁
損
失
補
償
制
度
(
商
業
組
合
蹄
係
養
料
二
十
三
輯
)
。
の
範
囲
に
於
い
て
損
失
の
金
額
を
補
償
す
る
こ
と
L
し、
こ
れ
に
よ
っ
て
叉
道
府
牒
叉
は
六
大
都
市
の
金
融
機
関
に
劃
す
る
損
失
補
償
の
限
度
は
各
金
融
機
閥
毎
に
貸
付
組
額
の
五
割
と
L
.
こ
一
定
の
損
失
補
償
料
(
又
は
再
栴
償
料
)
の
慨
牧
が
行
は
れ
る
。
こ
の
制
度
が
中
小
商
工
業
者
固
有
の
弱
貼
た
る
信
用
及
揖
保
力
の
訣
如
を
楠
ひ
、
中
小
商
工
業
振
興
資
金
の
活
用
を
困
滑
な
ら
し
め
、
之
と
相
快
打
/
て
中
小
商
業
金
融
を
著
し
く
改
善
す
べ
き
こ
と
は
期
待
に
難
く
な
い
。
以
上
の
如
く
政
府
は
預
金
部
低
利
資
金
の
融
通
、
損
失
柿
償
制
度
の
横
充
貫
施
と
共
に
、
昭
和
十
一
年
商
工
組
合
中
央
金
庫
を
設
立
し
‘
事
愛
下
に
於
け
る
中
小
商
業
事
簿
下
に
於
け
る
中
小
商
業
~ 
一
各
種
の
組
合
制
度
に
よ
る
相
互
金
融
の
矯
め
の
中
植
的
金
融
機
関
た
ら
し
め
た
。
印
ち
本
金
庫
は
商
、
工
、
輸
出
各
組
合
及
び
そ
の
各
聯
合
舎
並
び
に
政
府
の
共
同
出
資
、
即
ち
組
合
側
と
政
府
の
夫
k
五
百
高
国
苑
の
出
資
に
よ
っ
て
成
る
資
本
金
一
千
高
菌
の
法
人
で
あ
り
、
別
に
掛
込
資
本
観
の
十
倍
迄
、
且
つ
貸
付
現
在
額
、
割
引
手
形
現
在
額
及
所
有
有
償
詮
歩
現
在
額
合
計
を
限
度
と
す
る
商
ヱ
債
券
の
護
行
主
以
て
、
そ
の
黄
金
と
す
る
。
そ
の
業
務
と
す
る
所
は
、
所
属
組
合
又
は
聯
合
舎
に
謝
す
る
貸
付
は
、
手
形
割
引
、
嘗
康
預
金
貸
越
、
荷
矯
替
手
形
保
控
債
務
、
内
圏
第
#
営
業
務
、
有
償
詩
家
保
護
預
り
又
は
委
託
資
買
、
所
麗
組
合
そ
の
聯
合
舎
、
公
共
圏
瞳
共
他
営
利
を
目
的
と
せ
ざ
る
法
人
よ
り
の
預
金
の
受
入
等
各
般
の
金
融
業
務
に
亘
り
、
こ
の
中
貸
付
、
割
引
、
蛍
座
貸
越
、
保
詮
等
は
原
則
と
し
て
無
捨
保
主
以
て
行
ふ
こ
と
を
特
色
と
す
る
。
本
金
庫
は
設
立
以
来
短
日
月
間
に
相
営
の
業
績
を
示
し
℃
ゐ
る
が
、
今
日
両
貸
付
に
艶
ず
る
組
合
理
事
者
の
個
人
保
誰
緩
和
白
問
題
、
貸
出
手
痩
簡
易
化
の
問
題
等
幾
多
の
解
決
さ
る
ペ
き
問
題
生
含
む
。
畢
寛
、
組
合
の
経
替
合
理
化
と
中
金
よ
り
の
資
金
融
通
と
は
相
互
に
因
果
の
閥
係
に
あ
る
問
題
で
あ
る
が
、
本
金
庫
が
組
合
制
度
の
健
全
な
る
登
撞
を
促
す
組
合
の
中
極
的
相
互
金
融
機
闘
た
る
意
義
を
理
解
し
、
組
合
精
神
に
立
脚
し
て
諸
問
題
の
解
決
に
営
ら
ね
ば
な
ら
ぬ
。
中
小
商
工
業
者
が
金
融
機
関
よ
り
融
費
を
受
け
ん
と
す
る
際
保
詮
人
を
得
難
い
こ
と
は
そ
の
金
融
難
の
有
力
た
る
原
因
の
一
で
あ
る
。
従
っ
て
一
定
の
機
闘
が
録
詮
料
簡
牧
の
下
に
こ
の
保
詮
業
務
を
笹
む
こ
と
が
金
融
機
関
並
び
に
中
小
商
業
者
に
と
っ
℃
必
要
で
あ
り
、
既
に
昭
和
五
年
頃
よ
り
識
者
に
よ
り
て
唱
へ
ら
れ
て
ゐ
た
。
東
京
信
用
保
詮
協
舎
は
か
く
の
如
き
要
望
に
基
き
、
範
を
伯
林
保
詮
協
舎
に
と
り
、
主
と
し
て
東
京
府
、
東
京
市
の
熱
意
に
よ
り
東
京
商
工
品
目
議
所
及
府
下
の
各
種
金
融
機
関
心
参
加
を
得
て
、
昭
和
十
二
年
七
月
設
立
認
可
を
支
け
、
周
年
九
月
二
日
開
業
し
た
。
部
ち
川
内
詮
綿
額
一
千
高
固
以
内
、
一
人
に
劃
し
三
千
国
玄
保
誰
の
限
度
と
し
、
解
構
期
限
ク
年
以
内
の
借
入
金
を
艶
象
と
し
、
年
一
分
以
内
の
保
読
料
及
債
権
保
全
料
を
徴
し
て
、
東
京
府
門
心
中
小
商
工
業
者
の
信
用
の
保
誰
を
行
ひ
、
併
せ
て
事
業
経
笹
の
指
導
を
す
る
こ
と
に
な
っ
て
ゐ
る
。
賞
事
者
の
熱
心
な
る
努
力
に
よ
り
開
業
以
来
順
調
な
る
護
展
を
見
せ
て
ゐ
る
。
こ
の
種
の
金
融
助
成
機
闘
の
充
賓
は
中
小
商
エ
業
金
融
機
関
そ
の
も
の
L
揖
充
と
共
に
、
中
小
商
工
業
金
融
の
特
質
に
鑑
み
特
に
必
要
で
あ
る
。
従
づ
て
東
京
信
用
保
詮
協
舎
の
如
き
信
用
保
詮
機
闘
を
更
に
み
一
園
的
に
新
設
し
、
そ
の
業
務
の
如
き
も
漸
弐
揖
張
し
て
保
詮
限
度
、
保
詮
の
艶
象
た
る
借
入
金
の
範
薗
の
撹
大
を
行
ひ
、
更
に
再
保
詮
の
施
設
を
も
講
じ
、
以
て
信
用
保
詮
業
務
の
園
滑
化
、
普
及
を
圃
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。
昭
和
八
年
以
降
小
嚢
底
艶
百
貨
底
問
題
の
解
決
策
と
し
て
百
貨
庖
法
問
題
は
、
小
買
業
者
及
そ
の
圏
瞳
百
貨
底
業
者
、
政
府
営
局
、
撃
者
そ
の
他
一
般
一
言
論
界
に
於
て
蟻
に
論
議
せ
ら
れ
た
が
、
遂
に
昨
年
第
七
十
一
議
舎
に
於
て
百
貨
底
法
の
成
立
を
見
、
同
十
月
一
日
よ
り
賓
施
せ
ら
れ
た
。
本
法
の
特
質
は
百
貨
庖
が
近
代
経
時
組
織
の
費
展
に
伴
ふ
合
理
的
配
給
機
闘
た
る
に
鑑
み
、
百
貨
庖
の
全
般
的
弾
犀
と
な
る
こ
と
を
避
け
た
が
、
他
方
百
貨
庖
が
中
小
商
業
者
に
劃
し
て
影
響
す
る
所
大
な
る
事
貫
に
基
き
、
百
貨
庖
の
濫
設
揖
張
を
防
止
し
、
百
貨
底
の
経
営
に
闘
す
る
統
制
を
強
化
し
、
以
て
百
貨
底
と
中
小
商
業
者
と
の
闘
係
を
調
整
し
、
配
給
組
織
全
般
の
合
理
的
後
展
を
期
す
る
に
あ
る
。
中
小
商
業
者
が
こ
れ
に
よ
っ
て
百
貨
庄
の
不
営
な
る
重
墜
を
菟
れ
得
る
こ
と
は
明
か
で
あ
り
、
こ
の
意
味
に
於
て
中
小
商
業
の
更
生
振
興
策
の
一
環
た
る
意
義
を
有
す
る
(
註
)
。
(
註
)
前
掲
宵
貨
脂
法
に
闘
す
る
研
究
参
照
。
以
上
の
如
く
近
年
我
園
経
構
の
進
展
に
伴
ひ
、
中
小
商
業
者
の
地
位
に
著
し
き
費
化
を
来
し
、
所
謂
中
小
商
業
問
題
と
な
っ
て
現
れ
た
が
、
そ
の
経
梼
上
枇
曾
上
に
於
け
る
影
響
の
重
大
性
を
考
慮
し
、
こ
れ
に
謝
し
て
以
上
の
如
き
諸
方
策
が
講
ぜ
ら
れ
て
来
た
。
が
師
連
の
如
く
中
小
商
業
の
振
興
更
生
の
根
本
方
針
は
、
単
な
る
そ
の
救
携
で
抽
枠
内
ノ
て
は
な
ら
ぬ
0
2
部
ち
配
給
分
野
の
合
理
的
統
制
の
見
地
よ
り
す
事
寮
下
に
於
け
る
中
小
商
業
一一
一一
事
舞
下
に
於
け
る
中
小
商
業
一
二
回
る
そ
の
合
理
的
組
織
化
で
あ
り
、
而
も
業
者
の
協
同
組
織
た
る
商
業
組
合
を
基
調
と
す
る
そ
れ
で
な
け
れ
ば
た
ら
ぬ
。
従
っ
て
支
那
事
費
護
生
以
来
我
園
経
棒
は
全
く
鞍
時
経
梼
に
移
行
し
、
中
小
商
業
部
面
に
於
て
も
多
か
れ
少
か
れ
事
費
の
影
響
を
蒙
の
、
従
来
と
は
具
る
戟
時
特
有
一
の
諸
問
題
を
生
十
る
に
至
っ
た
が
、
そ
の
劃
策
を
講
や
ノ
る
に
営
つ
で
採
る
べ
き
根
本
方
針
に
於
て
は
異
る
と
乙
ろ
は
な
い
。
邸
ち
共
に
越
ぶ
る
が
如
き
諸
影
響
を
補
正
し
進
ん
で
そ
の
振
興
を
圃
る
に
営
つ
て
は
、
業
者
の
協
同
組
織
を
基
調
と
し
‘
郎
ち
商
業
組
合
の
共
同
事
業
及
管
業
統
制
を
普
及
横
充
せ
し
む
る
こ
と
に
よ
り
、
中
小
商
業
部
門
会
憧
と
し
て
の
更
生
振
興
を
圃
り
、
以
て
そ
の
合
理
的
組
織
化
、
配
給
過
程
の
統
制
を
期
す
る
も
の
で
な
け
れ
ば
な
白
ぬ
。
ー-
事
費
の
中
小
商
業
に
及
ぼ
し
た
る
影
響
事
費
が
各
中
小
商
業
者
に
現
賓
に
及
ぼ
し
た
影
響
を
徴
細
に
考
慮
す
る
な
ら
ば
、
そ
れ
は
甚
だ
じ
く
多
岐
複
雑
で
あ
り
、
ま
た
業
種
を
異
に
す
る
毎
に
そ
の
影
響
は
決
し
て
同
じ
で
な
く
、
更
に
事
費
の
準
展
に
伴
ひ
そ
の
影
響
の
程
度
は
可
動
的
で
あ
る
。
従
っ
て
こ
』
で
は
右
の
諸
黙
の
考
慮
の
下
に
そ
の
大
略
を
考
察
し
、
こ
れ
が
艶
策
に
論
及
す
る
で
あ
ら
う
。
か
L
A
る
影
響
の
う
ち
最
も
大
な
る
は
事
費
に
よ
る
商
品
の
版
賓
高
の
減
少
で
あ
ら
う
。
こ
の
販
賀
高
の
減
少
は
供
給
の
減
少
と
需
要
の
減
退
の
二
方
面
の
事
情
に
基
く
。
前
者
に
つ
い
て
は
更
に
諸
種
の
原
因
が
考
べ
ら
れ
る
。
郎
ち
第
一
に
支
那
産
原
料
に
基
く
商
品
又
は
完
成
品
の
供
給
が
、
そ
の
輸
入
社
絶
に
よ
っ
て
激
減
せ
る
こ
と
は
一
式
ふ
迄
も
な
い
。
例
へ
ば
廊
、
牛
豚
肉
、
菊
弱
粉
.
漢
方
薬
、
漆
.
藤
原
料
、
等
。
第
二
に
貿
易
統
制
に
よ
る
輸
入
商
品
の
供
給
減
で
あ
る
。
政
府
は
園
際
牧
支
遁
合
の
観
離
か
ら
従
来
の
潟
替
管
理
か
ら
進
ん
で
直
接
物
品
を
指
定
し
て
輸
出
入
の
制
限
又
は
禁
止
を
た
す
貿
易
管
理
を
行
ひ
、
之
に
よ
っ
て
或
種
の
商
品
例
へ
ば
、
マ
ニ
ラ
麻
.
毛
織
物
、
皮
革
.
原
料
ゴ
ム
、
等
i
l
l
に
う
い
て
は
‘
輸
入
制
限
の
た
め
手
持
品
に
酒
泊
を
戒
し
、
た
め
に
供
給
減
の
一
原
因
と
な
の
て
ゐ
る
。
第
三
に
原
料
、
製
品
川
か
軍
需
闘
係
に
大
量
的
に
製
造
元
か
ら
直
・
接
吸
牧
さ
れ
、
従
っ
て
小
買
部
面
の
販
費
商
品
の
品
不
足
と
た
る
こ
と
も
考
へ
ら
れ
る
。
第
四
に
船
腹
貨
車
の
不
足
の
た
め
配
給
の
不
園
滑
を
来
し
、
こ
れ
に
基
く
供
給
誠
が
あ
る
。
例
、
木
材
、
竹
材
、
石
材
、
雑
穀
類
等
は
そ
れ
で
あ
る
。
第
五
に
献
労
働
力
不
足
に
基
く
生
産
減
、
例
、
木
山
訳
、
木
材
、
魚
類
、
藁
工
品
等
が
あ
る
。
需
要
の
減
退
に
つ
い
℃
も
亦
去
の
原
因
は
一
様
で
な
い
。
第
一
に
輸
出
の
減
退
に
上
る
販
路
硬
塞
が
あ
る
。
而
し
て
輸
出
減
退
は
更
に
、
政
府
り
貿
易
統
制
に
よ
る
輸
出
禁
止
又
は
制
限
と
、
華
商
の
日
貨
排
尿
に
よ
る
支
那
市
洋
印
度
共
他
の
市
場
の
喪
失
と
の
二
種
類
の
原
因
に
A
J
た
れ
る
。
前
者
の
例
は
克
毛
皮
の
如
き
で
あ
り
、
後
者
の
例
は
絹
布
.
人
絹
布
、
織
物
.
諸
布
出
切
、
メ
リ
ヤ
ス
、
敷
物
、
海
産
物
、
林
檎
、
青
果
.
乾
果
、
自
縛
車
、
陶
磁
器
.
除
長
菊
、
玩
具
、
内
科
用
警
療
器
具
等
で
あ
り
、
こ
れ
等
の
商
品
は
概
ね
事
費
後
債
格
下
落
を
来
し
て
ゐ
る
。
突
の
輪
出
品
の
全
般
的
債
格
下
落
の
傾
向
に
は
右
の
事
情
が
典
っ
て
力
あ
る
も
の
と
思
惟
さ
れ
る
。
総
入
品
170.乙
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需
要
減
退
の
第
二
の
原
図
は
商
品
債
格
騰
貴
に
基
く
購
買
力
の
萎
縮
で
あ
る
。
而
し
て
こ
の
債
格
鵬
置
の
原
因
は
更
に
、
説
草
闘
係
に
よ
る
も
の
と
事
一
般
的
に
前
越
の
供
給
減
少
の
諸
原
因
に
よ
っ
て
生
じ
た
商
品
償
格
の
騰
貴
と
が
匝
別
せ
ら
れ
る
。
前
者
に
於
て
特
に
著
し
い
の
は
物
品
特
別
枕
で
あ
る
。
木
税
は
昭
和
十
二
年
八
月
十
二
日
以
来
貴
金
属
師
、
寓
民
器
材
、
蓄
音
器
及
レ
コ
ー
ド
、
柴
器
に
従
債
二
割
合
炉
一
賦
課
し
た
も
の
で
あ
り
、
こ
れ
等
の
商
品
は
一
二
五
事
務
下
品
於
け
る
中
小
商
業
一一一六
課
税
に
よ
る
騰
貴
以
外
に
緊
縮
、
節
約
、
遠
慮
等
の
心
理
か
ら
需
要
が
頓
に
減
少
し
た
e
但
し
符
僚
二
割
が
そ
の
ま
L
債
格
引
上
率
と
な
ら
ね
こ
と
は
勿
論
で
あ
り
‘
業
種
及
び
業
者
に
工
っ
て
匝
々
で
あ
ら
う
。
例
へ
ば
蓄
音
器
小
寅
業
者
に
よ
れ
ば
、
「
特
別
税
は
今
回
五
回
々
業
者
に
と
っ
て
非
常
な
打
撃
で
ご
ざ
い
ま
す
が
、
こ
れ
も
や
は
り
非
常
時
園
家
の
謁
吾
々
は
喜
ん
で
出
さ
ね
ば
た
ら
ぬ
税
金
だ
E
恩
び
ま
す
。
-
E
:
唯
製
造
方
面
に
於
て
今
迄
相
営
の
特
殊
商
賓
が
ん
け
あ
っ
一
て
利
益
を
得
て
居
っ
た
関
係
上
一
一
割
の
特
別
税
を
全
部
消
費
者
に
韓
探
さ
れ
る
こ
と
は
、
購
買
カ
の
方
面
か
ら
一
言
っ
て
甚
だ
面
白
く
た
い
と
い
ふ
見
解
か
ら
只
今
の
所
で
は
約
一
割
韓
度
を
製
造
業
者
方
面
に
於
て
負
婚
し
て
居
る
や
う
に
思
っ
て
居
り
ま
す
。
」
(
詮
)
(
註
)
東
京
市
、
中
小
商
工
業
振
興
調
査
舎
祭
料
第
十
一
、
「
事
境
下
に
於
け
る
商
業
の
賞
情
」
(
昭
和
十
二
年
十
月
)
五
一
良
然
る
に
政
府
は
支
那
事
費
費
の
一
部
に
充
つ
る
た
め
支
那
事
費
特
別
税
法
案
を
今
議
舎
に
提
出
し
、
そ
の
中
に
於
て
左
に
掲
ぐ
る
物
品
に
し
て
命
令
を
以
℃
定
む
る
も
の
に
艶
し
.
物
品
税
を
課
す
る
こ
と
与
し
た
。
但
し
本
法
は
支
那
事
輔
氏
格
了
後
共
の
潮
対
年
十
二
月
三
十
一
債
格
引
上
と
緊
縮
、
節
約
、
遠
慮
等
の
心
理
か
ら
そ
の
需
要
減
退
を
来
し
、
日
迄
に
之
を
廃
止
す
る
も
の
と
せ
ら
れ
臨
時
的
性
質
を
も
っ
。
し
か
し
乍
ら
本
穂
の
結
果
が
前
記
物
口
問
特
別
枕
と
略
同
様
に
多
少
の
商
品
又
は
需
要
の
質
的
費
化
を
来
ヤ
べ
き
こ
E
は
想
像
に
難
く
な
v、
@ 
第
種
A
V
甲
類
H
〈
一
)
貴
石
若
は
宇
貴
石
可
へ
は
之
を
局
内
げ
た
る
製
品
つ
一
)
同
県
珠
叉
は
同
県
珠
を
用
ひ
た
る
製
品
(
一
一
一
)
貴
金
属
製
品
叉
は
金
若
は
白
金
を
用
び
た
る
製
品
(
四
)
館
中
製
口
山
(
五
)
珊
瑚
製
品
。
乙
類
H
(
ム
ハ
)
時
計
(
七
)
高
年
筆
、
金
ペ
ン
及
シ
ャ
ー
プ
ペ
ン
シ
ル
(
八
)
身
蓬
用
納
品
貝
類
(
九
)
化
粧
用
具
(
十
)
喫
煩
用
具
(
十
一
)
帽
子
枚
、
戦
及
傘
(
十
一
一
)
皮
革
製
叉
は
金
属
製
の
鞄
及
ト
一
7
y
ク
汽
十
一
ニ
)
靴
及
履
物
(
十
四
)
書
登
及
骨
董
(
十
五
)
室
内
装
飾
用
品
(
十
40
照
明
器
兵
(
十
七
)
園
碁
及
眼
前
棋
用
具
(
十
八
)
家
具
(
十
九
)
漆
器
、
陶
磁
器
及
哨
子
製
器
具
に
し
て
別
援
に
掲
げ
ざ
る
も
の
(
二
十
)
貴
金
属
を
鍍
し
叉
は
張
り
た
る
製
品
に
し
て
別
競
に
掲
げ
ざ
る
も
の
(
二
十
一
)
毛
皮
又
は
毛
皮
製
品
(
二
十
)
初
毛
製
品
又
は
羽
毛
を
用
ひ
た
る
製
品
(
二
十
一
一
一
)
皮
革
製
品
に
し
て
別
扱
に
掲
げ
ざ
る
も
の
(
二
十
四
)
メ
リ
ヤ
ス
、
レ
l
z
、
フ
ェ
ル
ト
及
同
製
品
第
手重
A
V
甲
種
目
(
一
)
官
局
員
機
、
潟
同
県
引
伸
機
、
映
潟
機
、
同
部
分
品
及
附
属
口
問
(
第
一
員
用
の
乾
板
、
フ
ィ
ル
ム
及
感
光
紙
)
(
三
)
蓄
普
器
及
同
部
分
品
(
四
)
蓄
音
器
用
レ
コ
ー
ド
(
五
)
柴
器
、
岡
部
分
品
及
附
麗
日
間
(
六
)
隻
眼
鏡
及
隻
限
鏡
(
七
)
銃
及
岡
部
分
品
(
八
)
薬
爽
及
弾
丸
(
九
)
ゴ
ル
フ
用
具
、
間
部
分
品
及
附
麗
日
間
(
十
)
娯
柴
加
の
モ
ー
タ
ー
ボ
ー
ト
、
ス
カ
ー
ル
及
ヨ
ッ
ト
(
十
一
)
撞
球
用
具
(
十
二
)
ネ
オ
シ
管
及
同
愛
墜
器
(
十
一
一
己
喫
煙
用
ラ
イ
タ
ー
。
乙
類
H
(十
四
)
一
フ
ヂ
オ
聴
取
機
及
同
部
分
品
(
十
五
)
受
信
用
真
空
品
目
及
鏡
馨
器
(
十
六
)
扇
風
機
及
岡
部
分
品
(
十
七
)
緩
房
用
の
電
気
、
瓦
新
又
は
磁
泊
ス
ト
I
グ
(
十
八
)
冷
療
器
及
同
部
分
品
(
十
九
)
金
庫
及
銅
銭
製
家
具
(
二
十
)
乗
用
自
動
車
(
二
十
一
)
化
粧
品
第
三
種
(
一
)
燐
寸
つ
一
〉
酒
類
但
し
濁
酒
及
び
呆
資
酒
(
酒
精
舎
有
飲
料
税
法
第
一
一
一
僚
の
一
一
一
に
規
定
す
る
も
の
)
を
除
く
同
一
物
口
聞
に
し
て
第
一
種
及
び
第
二
種
に
該
賞
す
る
も
の
は
之
を
第
二
種
と
し
、
甲
類
及
び
乙
類
に
該
蛍
ナ
る
も
の
は
之
を
甲
類
と
す
第
三
十
九
億
物
日
間
殺
の
税
率
左
の
如
し
第
種
甲
類
物
日
間
の
債
格
百
分
の
十
五
乙
類
物
品
の
債
格
百
分
の
す
第
種
事
愛
下
に
於
け
る
中
小
商
業
一
一
一
七
事
幾
ア
に
於
け
る
中
小
前
九
来
一
一
一
八
甲
議
物
品
の
償
格
百
分
の
寸
玉
、
乙
類
物
日
間
の
領
特
百
分
の
ナ
第
種
つ
一
)
酒
類
も
の
以
下
回
じ
)
一
石
に
付
十
五
周
(
一
)
燐
寸
千
本
に
付
五
銭
ィ
、
清
酒
、
白
沼
、
味
淋
、
焼
酎
及
察
沼
一
石
に
付
五
園
口
、
葡
萄
酒
(
沼
精
及
酒
精
含
有
飲
料
税
法
第
コ
一
俊
q
こ
に
規
定
す
る
ρ
、
其
の
他
白
酒
類
に
し
て
酒
精
及
酒
精
舎
有
飲
料
税
法
の
適
用
を
受
く
る
も
の
一
石
に
付
七
園
(
東
京
朝
日
新
聞
十
一
子
年
二
月
十
回
目
掲
載
〉
前
記
の
物
品
特
別
枕
に
は
闘
係
な
く
前
越
の
諸
種
の
原
因
に
よ
る
債
格
騰
貴
品
を
拳
ぐ
れ
ば
左
の
如
く
で
あ
る
。
綿
花
、
洋
服
生
地
、
皮
卒
、
黄
白
川
、
米
穀
(
主
に
鮮
萎
一
米
円
食
料
品
鐘
詰
、
肉
類
、
小
一
応
鶏
卵
、
野
菜
、
積
物
、
菊
藷
粉
.
菓
子
原
料
、
簡
材
、
電
線
電
機
類
.
金
物
錆
物
類
、
度
量
衡
計
器
、
自
動
車
、
及
同
部
分
口
問
、
ガ
ソ
リ
ン
、
石
茨
、
コ
ー
ク
ス
、
木
山
訳
、
肥
料
原
料
、
五
、
薬
品
、
漢
葉
、
化
粧
品
、
洗
濯
石
鹸
、
飼
料
、
藁
工
業
、
包
装
紙
‘
型
紙
、
ロ
ー
ル
紙
、
グ
シ
ボ
ー
ル
箱
、
(
全
樽
、
木
箱
。
と
れ
等
の
商
品
の
債
格
騰
貴
は
必
然
に
泊
費
者
の
生
活
費
膨
脹
を
来
し
、
之
に
艶
臆
す
る
た
め
に
必
然
的
な
る
泊
費
節
約
が
行
は
れ
、
需
要
減
退
を
来
す
。
需
要
減
誌
の
第
三
の
原
因
を
な
す
も
の
仕
意
識
的
な
る
消
費
簡
約
で
あ
る
。
事
費
の
生
す
る
や
政
府
は
間
際
収
支
適
合
の
目
的
を
以
て
園
産
口
間
代
用
品
を
以
て
代
へ
得
ベ
き
物
品
の
泊
費
節
約
を
提
唱
し
、
叉
軍
需
資
材
整
備
の
観
尉
か
ら
そ
の
民
間
消
費
節
約
の
方
策
を
講
じ
た
。
斯
く
の
如
き
方
策
に
艶
醸
し
時
局
に
劃
す
る
↓
般
拍
費
者
の
珪
慮
か
ら
、
泊
費
節
約
が
行
は
れ
、
或
場
合
に
は
必
姿
以
上
の
無
批
判
な
一
般
的
消
費
節
約
が
行
は
れ
、
需
要
減
退
の
因
を
一
な
し
て
ゐ
る
。
以
よ
の
如
き
供
給
の
障
害
と
需
要
の
減
少
に
ょ
う
て
中
小
商
業
者
の
蒙
れ
る
版
費
停
頓
は
相
営
著
し
い
も
の
が
あ
る
。
勿
論
業
程
に
よ
り
.
商
品
に
よ
っ
て
は
時
局
に
刺
戟
せ
ら
れ
て
販
賓
高
を
増
加
し
た
も
の
L
あ
る
こ
と
も
見
逃
し
得
な
い
。
が
そ
れ
ば
特
殊
的
業
種
、
商
口
問
で
あ
り
、
全
般
的
に
は
右
の
諸
原
因
に
よ
る
版
賓
高
減
少
の
鍛
が
見
ら
れ
、
ま
た
そ
れ
が
事
費
に
よ
る
影
響
の
第
一
に
位
す
る
も
の
L
如
く
で
あ
る
。
金
融
闘
係
に
於
け
る
事
費
の
影
響
と
し
て
は
第
一
に
資
金
の
不
足
と
第
二
に
代
金
同
牧
率
の
不
良
化
を
主
た
る
も
の
と
す
る
。
第
一
の
資
企
不
足
印
ち
金
融
離
は
一
式
ふ
迄
も
な
く
中
小
商
業
凶
窮
の
根
本
原
因
の
一
で
あ
る
が
、
こ
与
で
は
特
に
事
費
に
よ
っ
て
一
屠
探
酷
化
し
た
そ
れ
を
考
へ
る
。
こ
の
意
味
に
於
て
は
必
4
1
し
も
全
部
の
業
種
に
づ
い
て
資
金
不
足
を
来
し
た
と
は
一
民
ひ
得
示
、
一
部
の
業
種
に
つ
い
て
在
す
る
。
例
へ
ば
モ
ス
リ
ン
及
綿
布
小
資
業
、
洋
口
問
及
雑
貨
問
屋
、
酒
類
小
買
業
生
寸
。
而
し
て
そ
の
原
因
と
し
て
は
犬
A
生
産
者
又
は
問
屋
の
約
束
手
形
に
封
し
事
務
以
来
銀
行
が
そ
の
割
引
を
警
戒
し
、
自
然
小
賓
業
者
に
艶
す
る
問
屋
金
融
に
硬
塞
を
来
た
せ
る
こ
と
、
(
モ
ス
リ
シ
及
綿
布
)
或
は
問
屋
に
於
け
る
滞
貨
増
大
の
矯
め
の
資
金
拙
渇
(
洋
口
問
及
雑
貨
)
佐
一
寸
が
翠
げ
ら
れ
る
(
註
)
。
絶
つ
℃
そ
れ
は
従
来
そ
の
資
金
を
主
と
し
て
問
屋
金
融
に
依
存
し
て
ゐ
た
業
種
に
於
て
、
そ
れ
紘
一
寸
の
小
生
産
者
叉
は
問
屋
が
事
費
に
上
っ
て
賜
瞳
化
し
た
場
合
‘
こ
れ
に
伴
づ
一
℃
資
金
硬
基
を
来
し
た
も
の
と
概
論
す
る
こ
と
が
出
来
よ
う
。
(
琵
)
前
掲
「
事
費
下
に
於
け
る
商
業
の
資
情
」
参
照
Q
代
金
問
収
率
の
不
良
な
る
は
一
般
的
に
掛
賀
多
き
業
種
に
見
ら
れ
る
所
で
あ
る
が
、
事
費
に
上
っ
て
そ
の
一
屠
甚
だ
し
〈
な
っ
た
も
の
も
概
し
て
こ
れ
等
業
種
で
あ
る
1
i
例
へ
ば
酒
味
噌
醤
油
小
賢
、
洋
服
小
葉
商
。
而
し
て
そ
の
原
因
と
し
て
は
一
般
的
物
侵
騰
貴
に
も
拘
ら
や
ノ
牧
入
に
変
化
た
き
者
の
生
計
費
の
逼
迫
及
び
特
に
顧
客
方
町
の
態
召
の
泊
め
掛
買
代
金
同
牧
不
能
と
な
れ
る
も
の
の
あ
る
と
と
が
注
意
さ
れ
る
。
事
襲
下
に
於
け
る
中
小
商
業
一
二
九
世
帯
愛
下
に
於
け
る
中
小
商
業
一一一一一O
人
的
闘
係
に
於
け
る
事
費
の
影
響
と
し
て
は
、
第
一
に
庖
主
の
醸
召
に
よ
る
晶
画
業
種
績
の
困
難
と
第
二
に
使
用
人
の
臆
召
に
上
る
枇
労
働
カ
の
不
足
、
従
っ
て
畿
業
上
の
支
障
と
賃
銀
昂
騰
と
が
拳
げ
ら
れ
る
。
前
者
は
概
ね
極
小
規
模
の
荷
業
者
に
於
け
る
現
象
で
あ
る
が
、
後
者
は
そ
の
経
営
規
模
を
問
は
す
生
、
ず
る
。
特
に
最
近
商
店
使
用
人
志
望
者
の
減
少
の
一
般
的
傾
向
に
加
へ
て
，
軍
需
闘
係
工
場
へ
の
持
働
力
の
吸
引
の
現
象
が
存
し
、
こ
の
際
に
於
け
る
使
用
紙
万
働
力
の
減
少
は
中
小
商
業
者
に
と
り
て
著
し
い
打
撃
で
あ
る
。
事
館
建
の
進
展
が
中
小
商
業
者
の
主
へ
k
に
高
責
に
及
ぼ
し
た
影
響
を
具
盤
的
に
考
察
す
る
な
ら
ば
、
そ
れ
は
甚
だ
し
く
多
岐
複
雑
で
あ
ら
う
が
、
こ
れ
を
大
綱
的
に
考
察
す
る
な
ら
ば
以
上
の
如
く
、
第
一
に
供
給
障
害
と
需
要
減
退
に
基
く
販
賀
高
の
減
少
、
第
二
に
金
融
闘
係
の
硬
塞
、
第
三
に
巌
召
閥
係
に
よ
る
人
的
要
素
の
障
碍
と
大
別
し
得
る
。
こ
れ
等
の
諸
黙
に
が
、
て
時
局
の
中
小
商
業
者
に
及
ぼ
し
た
影
響
は
思
ふ
に
掛
か
ら
示
、
更
に
事
嬢
の
進
展
に
伴
び
そ
の
影
弾
は
益
k
複
雑
化
し
増
大
す
べ
き
は
明
か
で
あ
る
。
固
よ
り
園
家
最
高
の
目
的
の
達
成
の
矯
に
は
園
家
各
方
面
を
奉
げ
て
る
一
カ
乞
奉
げ
て
之
に
協
力
し
、
拳
圏
一
一
致
の
賞
を
拳
ぐ
可
き
は
言
ふ
を
侯
た
ぬ
所
で
あ
る
が
、
而
も
最
小
の
犠
牲
を
以
て
そ
の
H
的
を
達
成
す
る
の
工
夫
が
必
要
で
あ
る
。
特
に
我
園
中
堅
屠
を
形
成
す
る
中
小
商
工
業
者
に
劃
し
て
は
、
そ
の
念
激
な
る
影
響
を
砂
か
ら
し
め
、
進
ん
で
そ
の
振
興
を
計
る
こ
と
は
、
岡
氏
経
曹
の
健
全
な
る
殻
達
並
び
に
圏
力
増
遣
の
た
め
に
最
も
必
要
で
あ
る
。
時
局
下
に
於
け
る
中
小
商
業
封
策
は
か
L
る
立
脚
地
に
暴
い
て
樹
立
さ
れ
ね
ば
な
ら
ぬ
。
部
ち
前
に
地
べ
た
る
中
小
商
業
の
疲
弊
窮
迫
の
根
本
原
因
の
文
除
に
努
め
る
と
共
に
、
特
に
事
費
に
よ
れ
ノ
て
生
じ
た
る
影
響
を
慣
互
に
考
察
し
速
か
に
そ
の
封
策
を
貴
施
す
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。
こ
L
に
時
局
艶
策
と
一
式
ふ
と
き
二
方
向
か
ら
の
艶
笑
が
意
味
せ
ら
れ
る
。
一
は
圏
又
は
地
方
自
治
圏
憧
等
の
商
工
関
係
営
局
の
封
策
で
あ
り
.
こ
は
業
者
自
身
の
側
の
封
策
で
あ
る
。
勿
論
今
日
非
常
時
局
に
際
し
て
業
者
の
更
生
振
興
を
園
る
こ
と
は
、
徒
ら
に
官
蓬
の
助
力
に
待
つ
べ
き
で
な
ノ
¥
棋
本
的
に
は
業
者
自
ら
而
も
業
者
相
瓦
の
協
同
組
織
を
通
じ
て
な
さ
る
べ
き
こ
と
は
一
一
一
一
口
ふ
抱
一
も
な
い
が
、
関
係
官
局
と
し
℃
は
之
に
封
じ
℃
遁
嘗
た
る
指
導
棲
附
引
を
な
す
こ
と
は
、
中
小
商
業
の
特
質
及
び
重
要
性
に
鑑
み
極
め
て
必
要
で
あ
る
。
従
っ
て
子
)
L
で
は
先
づ
政
府
叉
は
閏
治
閏
附
置
の
謝
策
に
つ
い
て
辿
ベ
る
で
あ
ら
う
。
従
来
世
局
者
は
中
小
商
業
劃
策
と
し
て
前
述
の
如
く
諸
種
の
施
設
を
講
じ
来
の
た
が
、
特
に
既
越
の
如
き
事
務
の
影
響
に
の
ノ
い
℃
は
急
速
に
そ
の
劃
策
を
貰
施
す
る
必
要
が
あ
る
。
先
づ
供
給
障
害
に
づ
い
て
輸
入
制
限
又
は
禁
止
に
土
る
手
持
口
聞
の
澗
泌
が
版
費
減
の
一
大
要
因
た
る
こ
と
は
前
に
述
べ
た
如
く
で
あ
る
。
国
よ
り
圏
際
牧
支
の
適
合
、
物
資
の
自
給
奨
聞
は
刻
下
の
急
務
で
あ
り
、
業
者
並
に
泊
費
者
は
多
少
の
苦
痛
を
忍
ん
で
も
こ
れ
に
協
力
す
べ
き
は
勿
論
で
あ
る
が
、
事
態
に
感
じ
之
が
適
切
な
る
緩
和
の
方
策
を
施
す
を
通
営
と
す
る
。
こ
の
離
に
闘
す
る
業
者
の
希
望
も
極
め
て
大
な
る
様
に
見
受
け
ら
れ
る
。
弐
に
需
要
減
退
の
諸
原
因
に
劃
す
る
方
策
と
し
℃
は
、
前
記
の
海
外
市
場
喪
失
に
封
し
℃
は
営
局
者
に
於
て
別
に
新
市
場
を
開
拓
殻
展
せ
し
め
る
様
斡
旋
の
獲
を
執
り
、
必
要
な
る
施
設
b
L
講
す
る
こ
と
が
肝
要
で
あ
り
、
叉
物
債
の
急
激
な
る
玲
騰
が
購
買
カ
を
萎
縮
せ
し
め
る
黙
に
鑑
み
、
物
債
の
念
激
な
る
昂
騰
を
抑
制
す
る
と
共
に
、
買
惜
又
は
買
占
に
よ
っ
て
暴
利
乞
食
る
者
b
L
厳
重
に
取
締
ら
ね
ば
な
ら
ぬ
。
文
消
費
節
約
の
必
要
は
前
述
の
如
く
で
あ
る
が
.
-
謀
れ
る
考
慮
に
基
く
そ
の
全
般
的
節
約
は
著
し
く
業
界
を
萎
徴
洗
滞
せ
し
め
園
民
経
梼
を
混
凱
に
導
く
も
の
で
あ
る
か
ら
、
こ
れ
が
唱
道
質
施
に
つ
い
て
は
慎
重
の
考
慮
を
要
す
る
。
消
費
節
約
の
是
正
は
中
小
商
業
者
の
織
烈
な
る
希
望
で
あ
‘
る
様
に
見
受
け
ら
れ
る
。
従
っ
て
一
般
消
費
者
に
所
謂
「
選
揮
的
泊
費
節
約
」
の
趣
旨
を
徹
底
せ
し
め
、
輪
入
商
品
に
代
る
べ
き
良
質
の
闘
産
品
、
代
用
品
の
使
用
奨
蹴
を
な
す
が
た
め
に
は
、
輸
入
商
品
に
代
る
べ
き
圏
産
品
又
は
代
用
品
に
闘
す
る
知
識
の
普
及
を
計
り
、
国
産
愛
用
を
奨
働
す
る
諸
種
の
施
設
を
一
一
唐
講
ナ
る
様
に
せ
ね
ば
な
ら
ぬ
。
金
融
難
打
開
に
闘
し
て
は
、
特
に
事
費
以
来
損
失
補
償
制
度
の
顕
充
、
中
小
商
工
業
振
興
安
金
の
設
定
、
等
の
有
故
適
切
な
る
金
融
施
専
務
下
に
於
付
る
中
小
商
業
一一
一
事
鑓
下
に
於
け
る
中
小
商
業
一一
一
設
が
た
さ
れ
た
が
パ
そ
の
運
用
及
び
利
用
紹
介
に
つ
い
て
は
改
善
。
払
跡
地
な
し
と
せ
歩
、
信
用
保
詮
事
業
の
改
善
撹
充
と
相
侠
っ
て
中
小
商
業
者
に
封
ず
る
資
金
の
融
通
を
困
滑
な
ら
し
め
ね
ば
な
ら
ね
と
共
に
、
こ
の
機
舎
に
於
て
中
小
商
業
を
し
て
従
来
白
不
合
理
な
る
金
融
径
路
~
を
脆
L
、
合
理
的
な
る
組
合
金
融
を
植
軸
と
し
て
金
融
の
詮
を
講
ぜ
し
め
る
様
こ
れ
を
指
導
す
る
の
必
要
が
あ
る
。
主
人
的
要
素
の
障
害
に
ヲ
ト
小
て
は
、
底
主
又
は
使
用
人
の
臆
召
に
艶
し
、
銃
後
の
護
り
を
堅
く
す
る
意
味
に
於
て
、
そ
の
艶
策
は
特
に
重
要
怒
翻
る
0
1
之
が
た
め
義
に
昭
和
十
二
年
三
月
軍
事
扶
助
法
の
大
改
正
が
行
は
れ
七
月
以
降
そ
の
賓
施
を
見
.
一
定
標
準
に
よ
り
傷
病
兵
、
共
の
家
族
若
は
遺
族
又
は
下
士
官
の
家
族
若
は
遺
族
に
謝
す
る
圏
家
の
扶
助
が
た
さ
れ
て
ゐ
る
が
、
一
更
に
中
小
商
業
の
管
業
保
全
の
目
的
を
謹
せ
ん
が
た
め
に
は
営
業
主
若
は
管
業
の
中
心
者
の
鷹
召
中
そ
の
管
業
の
指
導
後
援
を
た
す
施
設
を
必
要
と
す
る
。
こ
れ
が
た
め
に
は
、
替
業
経
替
指
導
員
の
養
成
及
び
源
這
の
機
闘
、
|
|
例
へ
ば
昨
年
十
一
月
創
立
の
東
京
商
工
圏
盤
銃
後
後
援
聯
盟
い
等
』
|
l
の
設
置
撹
充
及
び
そ
の
助
成
は
最
も
緊
喫
事
で
あ
る
。
叉
使
用
人
の
膳
召
に
よ
る
庖
員
難
打
解
の
た
め
、
営
局
者
は
之
が
斡
施
の
方
法
を
講
ヤ
ノ
る
と
共
に
、
併
せ
て
商
業
使
用
人
の
勤
務
及
待
遇
の
合
理
化
、
素
質
の
向
上
を
計
る
べ
き
施
設
の
設
置
に
闘
し
、
商
業
組
合
に
劃
す
る
助
成
を
必
要
と
す
る
。以
上
は
個
々
の
影
響
に
関
聯
す
る
|
|
政
府
又
は
自
治
圏
憧
の
方
策
の
要
領
を
述
べ
た
の
で
あ
る
が
、
そ
の
方
策
施
設
は
畢
寛
業
者
の
更
生
振
興
に
資
す
る
助
成
指
導
に
他
な
ら
歩
、
中
小
商
業
の
振
興
更
生
は
根
本
的
に
は
業
者
自
身
の
協
同
一
致
、
隣
保
共
助
の
精
神
に
基
く
協
同
組
織
の
護
達
に
侠
た
ね
ば
な
ら
ぬ
。
こ
の
意
味
に
於
て
政
府
の
政
策
も
根
本
的
に
は
か
L
る
協
同
組
織
た
る
商
業
組
合
の
撹
充
強
化
、
こ
れ
を
通
じ
て
の
指
導
助
成
で
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
。
戎
に
は
事
費
の
影
響
に
謝
し
て
業
者
自
身
の
側
か
ら
採
ら
る
ベ
き
劃
策
に
づ
い
て
述
べ
よ
う
。
先
づ
上
越
の
供
給
障
害
の
諸
原
因
に
艶
醸
す
べ
き
策
と
し
℃
は
組
合
に
よ
る
共
同
仕
入
、
共
同
運
搬
の
機
能
を
最
高
度
に
護
揮
せ
ね
ば
な
ら
ぬ
。
叉
物
侵
騰
貴
、
消
費
節
約
、
物
品
税
関
係
に
よ
る
需
要
の
減
退
に
謝
し
て
は
、
取
扱
商
品
に
つ
き
著
修
品
高
級
口
聞
を
貫
用
品
に
轄
換
し
、
或
は
代
用
品
の
販
責
に
つ
き
ヱ
夫
を
加
へ
‘
以
て
需
要
の
質
的
費
化
に
遁
令
す
る
様
努
力
す
る
と
共
に
、
他
面
組
合
に
よ
る
共
同
宜
博
、
共
同
販
買
に
よ
り
新
販
路
の
開
拓
の
迭
を
講
守
る
こ
♂
と
が
必
要
で
あ
る
。
金
融
難
の
打
解
に
つ
・
い
℃
は
、
一
方
に
於
て
廻
聴
率
早
き
商
品
へ
の
轄
換
、
貸
倒
最
戒
、
仕
入
の
手
控
壮
一
寸
に
上
っ
て
資
金
岡
牧
を
改
善
す
る
と
共
に
、
前
誌
の
中
小
商
工
業
金
融
機
関
の
特
質
を
研
究
し
そ
の
利
用
の
迭
を
講
じ
、
以
て
絶
京
市
の
不
合
理
な
る
資
金
融
通
の
弊
を
院
し
て
合
理
的
な
る
金
融
方
法
を
と
ら
ね
ば
な
ら
ぬ
。
し
か
し
乍
ら
金
融
の
改
善
も
根
本
的
に
は
費
用
の
節
減
、
経
替
の
合
理
化
と
相
侠
っ
て
始
め
て
可
能
で
あ
る
。
従
っ
て
中
小
商
業
者
は
特
に
そ
の
経
営
の
全
般
的
合
理
化
に
向
づ
て
遁
進
す
べ
き
で
あ
り
.
こ
れ
に
工
っ
て
始
め
て
以
上
の
諸
問
題
の
解
決
は
そ
の
緒
に
就
く
と
一
宮
ぴ
得
る
。
こ
の
目
的
主
以
て
業
者
は
商
業
組
合
の
共
同
事
業
を
揖
充
し
そ
の
機
能
を
瑳
揮
せ
し
め
る
こ
と
に
よ
り
、
協
同
の
カ
を
以
て
そ
の
経
瞥
の
合
理
化
に
鋭
意
努
力
す
べ
き
で
あ
る
。事
務
下
に
‘
於
け
る
そ
の
影
響
調
策
と
し
て
、
以
上
の
如
く
商
業
組
合
の
共
同
施
設
‘
金
融
事
業
が
重
要
な
る
意
義
を
有
し
、
之
に
よ
っ
て
組
合
員
た
る
中
小
商
業
者
が
そ
の
経
畿
を
合
理
化
し
得
る
範
聞
は
極
め
て
大
で
あ
る
。
従
っ
て
商
業
組
合
が
事
整
下
に
於
て
共
同
施
設
、
金
融
事
業
を
撹
大
強
化
し
、
そ
の
他
管
業
上
の
指
導
、
相
談
、
奨
働
、
斡
旋
、
及
び
醸
召
者
遺
家
燥
に
封
す
る
慰
籍
又
は
扶
助
の
方
策
を
講
じ
、
以
て
隣
保
共
助
の
賞
を
拳
ぐ
る
の
必
要
あ
る
は
一
式
ふ
迄
も
な
い
。
が
そ
れ
と
共
に
事
費
に
封
ず
る
商
業
組
合
の
重
姿
な
役
割
は
、
4
そ
の
統
制
事
業
に
存
す
る
。
蓋
し
商
業
組
合
に
は
、
そ
の
共
同
事
業
を
基
礎
と
す
る
営
業
統
制
を
活
用
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
物
資
の
語
給
、
商
品
債
格
迄
統
整
し
、
配
給
統
制
を
遂
行
し
得
る
塗
が
拓
か
れ
て
阿
倍
り
、
こ
の
配
給
統
制
を
侠
っ
て
初
め
℃
鞍
時
経
槽
は
所
却
の
数
事
鐙
下
に
於
け
る
中
小
商
業
一
一一
事
国
焼
下
に
於
け
る
中
小
商
業
一一一一周
果
を
達
し
得
る
か
ら
で
あ
る
。
こ
の
意
味
に
於
て
商
業
組
合
に
於
け
る
統
制
の
強
化
は
、
今
後
益
3
そ
の
重
要
牲
を
加
へ
る
で
あ
ら
う
。
以
ム
事
費
に
よ
る
中
小
商
業
者
の
蒙
れ
る
影
響
、
そ
の
封
策
を
略
述
し
た
が
、
勿
論
こ
の
種
の
艶
策
を
以
て
中
小
商
業
者
が
根
本
的
に
そ
の
窮
迫
か
ら
免
れ
る
も
の
で
は
な
い
。
そ
の
窮
迫
の
根
本
原
因
は
既
に
地
べ
た
如
く
他
の
産
業
部
面
か
ら
こ
の
部
面
へ
の
人
口
の
流
入
、
従
O
て
そ
の
彩
多
牲
に
存
す
る
。
併
し
乍
ら
こ
の
彩
多
性
の
文
除
、
中
小
商
業
者
の
「
数
の
制
限
」
の
意
味
に
於
け
る
業
者
の
発
許
性
は
決
し
て
一
拳
に
念
激
に
行
は
る
べ
き
で
な
い
。
蓋
し
「
発
許
制
賓
施
の
た
め
に
は
、
小
買
業
の
各
業
種
に
於
て
商
業
組
合
が
全
般
的
に
結
成
さ
れ
、
そ
の
共
同
施
設
と
統
制
と
に
上
り
て
組
織
化
さ
れ
た
る
こ
と
を
前
提
と
す
る
。
こ
の
組
織
化
を
前
提
と
し
て
始
め
て
業
種
的
叉
地
域
的
事
情
に
順
臆
し
た
る
莞
許
の
客
観
的
標
準
が
殻
見
さ
れ
る
か
ら
。
」
(
註
)
(
註
)
中
西
寅
雄
、
商
業
組
合
の
史
的
意
義
(
商
業
組
合
三
念
九
披
)
こ
の
意
味
に
於
て
商
業
組
合
の
横
充
普
及
は
、
車
に
事
務
に
廃
す
る
中
小
商
業
艶
策
の
根
抵
た
る
の
み
な
ら
歩
、
窮
極
的
に
中
小
商
業
を
更
生
振
興
し
配
給
過
程
の
組
織
化
に
到
達
す
る
た
め
の
唯
一
必
要
な
る
遁
程
で
あ
る
。
ハ
昭
和
十
三
年
二
月
二
十
日
)
